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月
３
日
か
ら
第
４
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
28
議
案
が
上

程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

最
終
日
に
は
請
願
１
件
を
採
択

し
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

10
日
と
11
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、

10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部

と
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。（
７
～
17
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
21
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

12 平
成
30
年
第
４
回
定
例
会

  （
会
期  
12
月
３
日
～
21
日
）

追加

減額 256億8170万9千円
《一般会計予算総額》

898万1千円

3310万7千円

平成30年度一般会計補正予算（第4号）

平成30年度一般会計補正予算（第5号）

　緒方支所・公民館の新築工事に係る平成 30 年度計上分を入札不調のため、減額するもの。
入札不調に伴い、工期が延長されることとなり、平成 32 年 4 月からの緒方支所・公民館の開所
は困難となった。

　木質バイオマス発電所周辺整備事業の年
度内着手が困難なため、関連予算を減額す
るもの。

　農業用ため池ハザードマップを作成する
もの。

　繰越事業の一部を現年事業として予算計
上し、平成 29 年台風 18 号で被災した農地、
農業用施設の復旧事業を円滑に行うもの。

　地元要望による市道の工事請負費を増額
するもの。

新エネルギー導入促進事業
2億1019万9千円減額

ハザードマップ作成業務委託料
240万円追加

支所・公民館整備工事請負費　3240万円減額

農業用施設災害復旧工事請負費（過年災）
1億4500万円追加

市道維持補修工事請負費
4千万円追加

補正予算の一部を紹介

補正予算の一部を紹介
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12 月定例会（主な議決事項）

工事請負契約の締結

三ノ岳なかよしパーク条例の廃止
農山村広場条例の廃止
御嶽山緑地等研修センター条例の廃止

３施設を廃止

清

施

川支所新築・公民館改修増築工事、
朝地支所新築工事、犬飼支所新築

工事の３件の工事請負契約を締結するも
のです。

設の老朽化が著しく、利用実態が
ないことから、犬飼町の三ノ岳な

かよしパークと清川町の御嶽山緑地等研
修センターを廃止し、犬飼町の農山村広
場は、広場の利活用の増進を図るため、
廃止するものです。

概要
契約金額　２億 6028 万円
相手方　　有限会社宮成工務店
建築構造　鉄筋コンクリート造平屋建て
竣工予定　平成 31 年度中

概要
契約金額　３億 1266 万円
相手方　　恵藤建設株式会社
建築構造　鉄筋コンクリート造３階建て
　　　　　（1 階はピロティ構造）
竣工予定　平成 31 年度中

概要
契約金額　１億 7258 万４千円
相手方　　恵藤建設株式会社
建築構造　鉄筋コンクリート造平屋建て
竣工予定　平成 31 年度中

【清川支所新築・公民館改修増築　予定地】

【犬飼支所新築　予定地】

三ノ岳なかよしパーク

御嶽山緑地等研修センター 農山村広場

【朝地支所新築　予定地】
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委
員
会
審
査
報
告

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

総
務 

常
任
委
員
会

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会

●
公
の
施
設
を
他
の
普
通
地
方
公
共
団

体
の
住
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
関

す
る
協
議

●
他
の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
の
施

設
を
豊
後
大
野
市
の
住
民
の
利
用
に
供

さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
協
議

　

大
分
都
市
広
域
圏
に
お
け
る
７
市
１

町
間
で
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、
本
市

の
公
の
施
設
の
一
部
を
大
分
市
、
別
府

市
、
臼
杵
市
、
津
久
見
市
、
竹
田
市
、

由
布
市
、
日
出
町
の
住
民
の
利
用
に
供

さ
せ
る
と
と
も
に
、
７
市
１
町
の
公
の

施
設
の
一
部
を
本
市
の
住
民
の
利
用
に

供
さ
せ
る
た
め
、
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
協
議
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
電
気
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

現
在
運
営
し
て
い
る
豊
後
大
野
市
太

陽
光
発
電
事
業
に
お
い
て
、
経
営
資
産

等
の
正
確
な
把
握
と
弾
力
的
な
経
営
等

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
民

間
企
業
と
同
様
の
公
営
企
業
会
計
を
適

用
す
べ
く
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

問　
企
業
会
計
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、

ど
う
い
う
準
備
を
進
め
て
き
た
か
。

答　
会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
、現
在
、

ソ
フ
ト
に
入
力
中
で
す
。
当
初
予
算
を

入
れ
て
承
認
を
受
け
れ
ば
、
ソ
フ
ト
を

そ
の
ま
ま
使
用
し
て
来
年
度
に
移
行
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
４
４
万
５
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
55
億
３
８
９
１
万
８
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

問　
通
信
運
搬
費
の
減
額
理
由
は
。

答　
減
額
の
主
な
理
由
は
被
保
険
者
数

の
減
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
均

の
試
算
を
し
て
、
こ
の
分
は
減
ら
し
て

も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
減
額

し
て
い
ま
す
。

問　
こ
の
こ
と
に
よ
り
何
が
ど
う
変
わ

る
の
か
。

答　
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
導
入
を

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
他
市
の
施

設
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
す
る
こ
と

な
ど
で
利
便
性
が
向
上
し
、
構
成
市
町

の
間
で
相
互
利
用
が
進
む
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

問　
豊
後
大
野
市
民
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
の
か
。

答　
市
内
の
体
育
施
設
は
、
当
面
、
豊

後
大
野
市
民
が
優
先
的
に
予
約
を
行
え

る
期
間
を
設
定
す
る
な
ど
で
不
利
益
の

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
市
内
の
文
化
施

設
等
も
、
今
後
、
何
か
問
題
が
発
生
す

れ
ば
、
市
外
に
つ
い
て
利
用
の
制
限
を

か
け
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
８
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し

ま
し
た
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
５
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し

ま
し
た
。
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12 月定例会（委員会審査報告、請願・陳情）

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

●
豊
後
大
野
市
内
山
観
音
周
辺
観
光
施

設
条
例
の
一
部
改
正

　

施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
利
用
の

実
態
が
な
い
こ
と
か
ら
、
長
者
の
里
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

問　
長
者
の
里
の
解
体
は
地
域
住
民
の

声
を
聞
い
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
か
。

答　
解
体
の
方
向
で
考
え
て
い
ま
す

が
、
あ
ら
た
め
て
地
域
の
方
と
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
方
向
を
決
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
三
ノ
岳
な
か
よ
し
パ
ー

ク
条
例
の
廃
止

　

施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
利
用
の

実
態
が
な
い
こ
と
か
ら
、
三
ノ
岳
な
か

よ
し
パ
ー
ク
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

問　
望
遠
鏡
は
売
却
す
る
の
か
。

答　
望
遠
鏡
は
価
値
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
話
も
あ
り
、
見
極
め
を
し
て
、

販
売
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
10
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ
れ
、

慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、

採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

採
択

全
会
一
致
で

意
見
書
を
可
決
し
、
国
の
関
係
機
関
へ

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

あなたの意見や要望

請願・陳情
● 

請
願
書

　
　
〔
請
願
者
〕
大
分
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
〔
紹
介
議
員
〕　

吉
藤　

里
美

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

　
種
子
法
の
廃
止
に
よ
り
、
安
価
で
良
質
な
種
子
の

安
定
供
給
が
後
退
し
か
ね
ず
、
ま
た
、
将
来
に
向
け

て
供
給
体
制
が
守
ら
れ
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
を
根
拠
に
、
都

道
府
県
が
持
つ
種
子
生
産
の
知
見
を
民
間
企
業
に
積

極
提
供
す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
種
子
価
格
の
高

騰
や
海
外
の
種
苗
大
手
へ
の
知
見
流
出
な
ど
の
懸
念

も
拭
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
食
の
安
心
・
安
全
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
食
の
根
幹
で
あ
る
種
子
の
生
産
や
供
給
体
制
が
揺

ら
ぐ
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
食
料
主
権
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
種
子

を
保
全
す
る
た
め
積
極
的
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
、

請
願
し
ま
す
。
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12 月定例会（賛否一覧）

各議員の議案に対する賛否の状況（平成30年第4回定例会）
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　佐藤辰己議員は議長職のため表決権はありません。

会派名
議
決
月
日

議
決
結
果

創生会 市民クラブ 緑政会

　　　　　　　　　　　議員名

件　名　　　　　　　　　　　

赤
峰　

映
洋

小
野　

泰
秀

小
野　

順
一

宮
成　

昭
義

生
野　

照
雄

衞
藤　

正
宏

沓
掛　

義
範

田
嶋　

栄
一

後
藤　

雅
克

衞
藤　

竜
哉

穴
見　

眞
児

吉
藤　

里
美

嶺　
　

英
治

内
田　

俊
和

川
野　

優
治

首
藤　

正
光

神
志
那
文
寛

工事請負契約の締結について（清川支所新築 ･公
民館改修増築工事） 12月 3日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（朝地支所新築工事）12月 3日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約の締結について（犬飼支所新築工事）12月 3日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正
について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市教育委員会教育長の給与及び勤務時
間等に関する条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市ケーブルテレビ施設条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市行政財産使用料条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市電気事業の設置等に関する条例の制定について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市内山観音周辺観光施設条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ × ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市俚楽の郷伝承体験館条例の一部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市三ノ岳なかよしパーク条例の廃止について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市農山村広場条例の廃止について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市御嶽山緑地等研修センター条例の廃止について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市水道事業の設置等に関する条例の一
部改正について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設を他の普通地方公共団体の住民の利用に供
することに関する協議について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他の普通地方公共団体の公の施設を豊後大野市の住
民の利用に供させることに関する協議について 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 4号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 30 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補
正予算（第 3号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第 1号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第3号）12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正予算（第2号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市公共下水道特別会計補正予算（第 3号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正
予算（第 2号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度豊後大野市簡易水道特別会計補正予算（第3号）12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市太陽光発電事業特別会計
補正予算（第 2号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 5号） 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願書（主要農産物種子法の復活を求める意見
書の提出を求める請願） 12月21日 採択 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主要農産物種子法の復活を求める意見書 12月21日 可決 ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



7 （第61号2019.2）

が10名の議員
を問う市政

月 10 日と 11 日に行われた一般質問には 10 名の議員が登壇し、新図書館について、定住促進
について、地籍調査など 24 項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議
場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

12

吉藤里美（8 ページ）
・平成 32 年度から予定している公民館の指定
　管理者について
・不登校がなくなり、子どもたちが、明るい
　希望を持って 15 歳の春を迎えられるように

衞藤正宏（9 ページ）
・安心・安全な市道の整備について
・新図書館について

穴見眞児（10 ページ）
・定住促進について
・市営住宅の管理は

神志那文寛（11 ページ）
・ごみ収集を公平に
・高すぎる国保税の引き下げを
・新図書館・資料館について

後藤雅克（12 ページ）
・本市宅地分譲について
・大型遊具を備えた公園整備について
・健康づくりについて

田嶋栄一（13 ページ）
・総合教育計画の進捗状況は

小野順一（14 ページ）
・地籍調査について

衞藤竜哉（15 ページ）
・国民文化祭「おおいた大茶会」の検証は
・旧公立おがた総合病院周辺の環境整備は

宮成昭義（16 ページ）
・水田の畑地化は
・千歳小・中学校の校舎改築の考えは
・置き勉対応策の考えは

嶺英治（17 ページ）
・有害鳥獣等被害対策事業の強化を
・豊後大野市観光イベント事業
　（チューリップフェスタ）の拡大を

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、本
　　市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っています。

一般質問



8（第61号2019.2）

一　般　質　問

平成 32 年度から予定している
　　　公民館の指定管理者について

不登校がなくなり、子どもたちが、明るい
希望を持って 15 歳の春を迎えられるように

質
　

朝
地
公
民
館
、
大
野
公

民
館
、
犬
飼
公
民
館
の
建

設
が
終
わ
る
の
が
、
平
成

32
年
９
月
下
旬
と
計
画
で

は
な
っ
て
い
る
。
各
公
民

館
の
条
件
が
違
う
中
で
、

指
定
管
理
者
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
の
は
無
理

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
い
か
が
お
考
え

か
。

質

質

　

あ
ら
た
め
て
、
公
民
館

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
目
的
を
聞
く
。

　

平
成
30
年
10
月
の
市
内

中
学
校
の
不
登
校
の
率
は

４
・
26
％
と
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
不
登

校
の
率
が
一
番
高
い
学
校

　

ま
だ
、
は
っ
き
り
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど

の
時
期
に
と
い
う
こ
と
も

含
め
、
検
討
委
員
会
で
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

答
教
育
次
長

　

学
校
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
か
じ
か
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
厚

い
支
援
体
制
を
構
築
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

行
革
プ
ラ
ン
の
中
で
、

体
育
施
設
な
ど
は
指
定
管

理
に
と
の
目
標
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民

館
運
営
を
民
間
が
担
う
事

例
が
あ
り
、
そ
こ
で
生
き

生
き
と
地
域
の
人
が
交
流

し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
公
民
館

の
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
、
経
費
削
減
も
念
頭
に

入
れ
、進
め
て
い
き
た
い
。

答

答
学
校
教
育
課
長

市
長

教育支援センターかじか

吉
よ し

 藤
ふ じ

 里
さ と

 美
み

市民クラブ

〜 地域の皆さんが生き生きと交流する
　　公民館運営ができる指定管理者を選定 〜

〜 教育委員会の強いリーダーシップのもと、
　　　　　　　　　　　　　不登校ゼロを目指す 〜

そ
の
他
の
質
問

・
新
た
な
臨
時
非
常
勤

　
等
（
会
計
年
度
任
用
）

　
職
員
制
度
に
つ
い
て

は
７
・
６
％
で
あ
る
。
平
成

28
年
度
に
、
義
務
教
育
の

段
階
に
お
け
る
普
通
教
育

に
相
当
す
る
教
育
の
機
会

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

が
制
定
さ
れ
、
不
登
校
児

童
生
徒
等
に
対
す
る
教
育

機
会
の
確
保
等
に
つ
い
て

明
記
さ
れ
て
い
る
。
法
律

の
制
定
以
降
、
不
登
校
児

童
生
徒
に
対
す
る
支
援
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。
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〜 10 名の議員が市政を問う〜

質

質

質

　

安
心
・
安
全
な
市
道
の

整
備
は
市
の
責
務
で
あ
る
。

市
道
の
市
内
全
路
線
の
長

期
的
な
計
画
は
。

　

新
図
書
館
の
新
し
い
全

体
像
は
。

　

多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る

図
書
館
で
あ
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。

　

路
線
の
整
備
計
画
は
、

豊
後
大
野
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
に
主
要
路
線

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

舗
装
に
関
す
る
整
備
は
、

平
成
26
年
度
に
主
要
路

線
の
舗
装
の
点
検
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

補
修
、
修
繕
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
路
線
は
、

職
員
に
よ
る
点
検
や
自
治

　

新
し
い
施
設
は
、
図
書

館
と
資
料
館
を
併
設
す
る

建
物
で
、
図
書
館
部
分
は

新
築
に
よ
る
平
屋
建
て
、

資
料
館
部
分
は
現
在
の
図

書
館
の
改
修
に
よ
る
２
階

建
て
の
建
物
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

答
建
設
課
長

答
社
会
教
育
課
長

　

新
図
書
館
は
、
従
来
の

学
習
の
た
め
の
施
設
に
加

え
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
集

い
、
交
流
で
き
る
、
居
心

地
の
良
い
滞
在
型
の
施
設

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

に
よ
り
、
今
ま
で
図
書
館

を
利
用
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
方
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

答
社
会
教
育
課
長

会
か
ら
の
要
望
等
を
参
考

に
、
危
険
度
、
緊
急
性
等

を
考
慮
し
対
処
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
有
利
な
起
債

安心・安全な市道の整備について

〜 有利な起債事業等を活用し、
　　　　　　計画的な維持補修整備を行う 〜

新図書館について

衞
え

 藤
と う

 正
ま さ

 宏
ひ ろ

創　生　会

事
業
等
を
活
用
し
、
市
道

の
計
画
的
な
維
持
補
修
整

備
を
行
い
、
通
行
の
安
全

の
確
保
、
維
持
補
修
費
の

軽
減
に
努
め
ま
す
。

〜 居心地の良い
　 滞在型の施設を目指す 〜

　

図
書
館
の
開
架
ゾ
ー
ン

は
、
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
エ
リ

ア
と
呼
ば
れ
る
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
で
自
由
に

書
籍
等
を
閲
覧
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
、
一
般
開
架
や

中
高
生
な
ど
の
若
者
向
け

読
書
棚
の
コ
ー
ナ
ー
、
児

童
書
架
が
取
り
囲
む
よ
う

配
置
す
る
計
画
で
す
。

※開架とは＝図書館で、利用者に本棚を公開して自由に本を利用させるやり方。

※
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一　般　質　問

質

質

質

質

質

　

旧
大
野
高
校
跡
地
の
分

譲
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

は
。

　

耐
震
状
況
は
。

　

市
営
住
宅
や
団
地
内
の

遊
具
充
実
を
図
る
考
え
は
。

　

三
重
総
合
高
校
に
お
け

る
農
業
に
関
す
る
教
育
の

充
実
や
、
農
業
土
木
技
術

者
の
育
成
は
定
住
促
進
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
見

解
は
。

　

戸
建
て
住
宅
の
空
き
家

も
見
受
け
ら
れ
る
が
市
営

住
宅
の
管
理
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

　

農
業
土
木
技
術
者
の
育

成
は
、
現
在
の
生
物
環
境

科
の
教
育
課
程
で
専
門
的

に
履
修
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
年
度
か
ら
総
合
選
択
科

目
に
測
量
を
新
設
し
、
学

科
を
問
わ
ず
３
年
次
に
履

修
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

測
量
の
科
目
を
選
択
す
る

こ
と
で
、
多
様
な
進
路
選

択
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

全
26
区
画
の
う
ち
14
件

の
分
譲
承
認
を
決
定
し
、

一
般
販
売
も
６
件
の
相
談

が
あ
り
、
今
後
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

周
知
し
ま
す
。

　

修
理
不
能
な
遊
具
は
撤

去
し
、
公
園
が
荒
廃
し
な

い
よ
う
再
設
置
し
た
い
。

合
併
前
に
宅
地
分
譲
し
た

朝
地
町
の
や
す
ら
ぎ
住
宅

団
地
、
清
川
町
の
桃
の
木

団
地
の
遊
具
は
地
元
で
管

理
で
き
る
場
合
は
再
設
置

し
、
管
理
が
困
難
な
場
合

は
撤
去
し
再
設
置
は
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
10
月
現
在
で

計
１
０
２
７
戸
を
管
理
し

て
お
り
、
２
３
４
戸
が

空
き
家
で
入
居
率
は
77
・

22
％
で
す
。
安
全
で
快
適

な
住
ま
い
を
長
期
に
わ
た

り
確
保
す
る
た
め
、
今
後

も
計
画
に
基
づ
き
管
理
し

ま
す
。

　

市
営
住
宅
２
８
６
棟

１
０
２
７
戸
の
う
ち
耐
震

性
の
あ
る
住
宅
は
２
４
７

棟
９
８
１
戸
で
す
。
耐
震

性
未
確
認
は
39
棟
46
戸
で

耐
用
年
数
を
大
幅
に
過
ぎ

て
い
る
た
め
、
現
入
居
者

の
退
去
後
に
用
途
廃
止
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

答
教
育
次
長

答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

定住促進について

〜 関係機関と連携し取り組む 〜

市営住宅の管理は
〜 市公営住宅等長寿命化計画に基づき管理 〜

穴
あ な

 見
み

 眞
し ん

 児
じ

市民クラブ
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〜 10 名の議員が市政を問う〜

高すぎる国保税の引き下げを

新図書館・資料館について

ごみ収集を公平に

質
　

国
保
の
２
０
１
７
年
度

決
算
は
、
９
億
円
を
超
え

る
余
力
が
あ
る
。
高
す
ぎ

る
国
保
税
を
、
直
ち
に
引

き
下
げ
る
べ
き
。
来
年
度

へ
向
け
た
検
討
状
況
は
。

　

週
１
回
の
収
集
を
週
２

回
へ
増
や
す
こ
と
は
、
多

額
の
経
費
を
要
し
ま
す
の

で
、
財
政
面
を
考
慮
し
な

が
ら
、
地
区
か
ら
の
要
望

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

長
期
休
暇
期
間
中
に
つ

い
て
、
来
年
度
は
４
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
10
連
休

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
年
末
年
始
も
例
年
よ
り

も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
現
在
、
委
託
業
者
と

休
日
に
お
け
る
収
集
日
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

答
環
境
衛
生
課
長

質

質

　

基
本
設
計
が
示
さ
れ
た

が
、
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
エ
リ

ア
だ
け
で
約
３
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
、
１
億
２
千
万

円
と
い
う
概
算
に
な
る
。

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
は

な
ぜ
必
要
な
の
か
。

　

可
燃
ご
み
の
収
集
が
、

週
２
回
の
地
区
と
週
１
回

の
地
区
が
あ
り
、
不
公
平

な
状
態
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
改
善
す
べ
き
で
は
。

　

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
エ
リ

ア
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
連
れ
の
ご

　

税
負
担
が
大
き
い
中
間

所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
所
得
割
率
を
引

答
社
会
教
育
課
長

答
市
長

〜 引き下げの改正案を諮問した 〜

〜 滞在型の施設を目指している 〜

〜 総合的に勘案し、検討 〜

神
こ う

志
じ

那
な

文
ふ み

寛
ひ ろ

日本共産党

き
下
げ
る
改
正
案
を
、
11

月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
国

民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
関
す
る
協
議
会
へ
諮
問

し
ま
し
た
。

　

今
後
、答
申
に
基
づ
き
、

判
断
し
て
い
き
ま
す
。

家
族
が
図
書
館
に
来
ら
れ

た
場
合
、
子
ど
も
は
児
童

コ
ー
ナ
ー
で
読
み
た
い
本

を
自
由
に
探
し
、
保
護
者

は
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
エ
リ
ア

で
ゆ
っ
く
り
と
雑
誌
や
新

聞
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

新
し
い
図
書
館
は
、

ゆ
っ
た
り
と
し
て
居
心
地

が
良
い
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
、
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
し
て
い
き
ま

す
。

新図書館の外観と
内観のイメージ
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一　般　質　問

質
　

旧
大
野
高
校
跡
地
の
宅

地
分
譲
に
関
し
、
販
売
状

況
と
今
後
の
販
売
見
通
し

は
。

質

質

　

竹
田
市
、
臼
杵
市
、
津

久
見
市
等
に
は
人
気
の
公

園
が
あ
る
が
、
本
市
に
は

な
ぜ
な
い
の
か
。

　

青
壮
年
期
か
ら
の
健
康

づ
く
り
施
策
の
充
実
を
。

　

行
財
政
改
革
を
進
め
る

中
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ

と
い
っ
た
資
源
の
投
入
先

の
優
先
順
位
を
勘
案
す
る

中
で
、
大
型
遊
具
を
備
え

た
公
園
の
設
置
に
は
至
ら

な
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

運
動
の
重
要
性
と
そ
の

効
果
を
啓
発
し
ま
す
。
関

係
各
課
、
関
係
機
関
と
連

携
を
深
め
、
運
動
を
通
し

た
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　

26
区
画
の
う
ち
先
行
販

売
で
14
件
の
分
譲
承
認
を

決
定
し
ま
し
た
。
残
り
の

12
区
画
の
一
般
販
売
を
約

１
カ
月
行
い
、
で
き
る
限

り
早
期
に
完
売
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

答
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答
総
務
企
画
統
括
理
事

答
市
民
生
活
課
長

本市宅地分譲について
〜 定住促進に一定の効果は果たせた 〜

後
ご

 藤
と う

 雅
ま さ

 克
か つ

創　生　会

質
　

市
内
に
は
小
さ
な
遊
具

を
備
え
た
公
園
は
点
在
す

る
が
、
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
、
子
ど
も
も
大
人
も
満

足
に
過
ご
せ
る
公
園
は
な

い
。
大
型
遊
具
を
備
え
、

お
金
を
か
け
ず
に
遊
べ
る

場
を
つ
く
る
計
画
が
あ
る

の
か
伺
う
。

　

市
内
に
は
、
総
合
運
動

公
園
を
は
じ
め
、
道
の
駅
、

答
市
長

大型遊具を備えた
　　公園整備について

〜 現在のところ計画はない 〜

リ
バ
ー
パ
ー
ク
な
ど
、
多

く
の
場
所
に
遊
具
を
有
す

る
公
園
等
が
あ
り
ま
す
。

先
日
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
そ
の
情
報
を
掲
載
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

子
育
て
世
代
の
方
に

は
、
お
子
さ
ん
に
合
っ
た

公
園
等
を
選
ん
で
楽
し
く

遊
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

リ
バ
ー
パ
ー
ク
犬
飼
は

来
年
度
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

健康づくりについて
〜 関係部署等と協働しながら、
　 　　　　　環境作りに努める 〜

リバーパーク犬飼
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〜 10 名の議員が市政を問う〜

総合教育計画の進捗状況は
〜 目的達成に向け取り組みが進んでいる 〜

質

質

質

質

質

質

　

総
合
教
育
計
画
の
達
成

度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
評
価
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

全
国
の
公
立
小
中
高
で

起
き
た
い
じ
め
件
数
が
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
市

内
の
小
中
学
校
の
現
状
は
。

　

学
力
テ
ス
ト
で
は
、
中

学
校
は
全
国
平
均
、
県
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
。
学

校
教
育
の
充
実
を
基
本
政

　

問
題
が
発
生
し
た
と
き
、

学
校
の
対
応
策
、
教
委
の

対
策
は
。

　

教
育
委
員
会
で
解
決
で

き
な
け
れ
ば
大
な
た
を
振

る
う
こ
と
も
必
要
。
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
任
せ
て
は
。

　

中
学
校
教
諭
の
６
割
が

過
労
死
ラ
イ
ン
に
達
す
る

と
い
う
が
、
主
な
要
因
は

部
活
動
に
よ
る
と
の
こ
と
。

本
市
の
対
策
は
。

　

適
応
性
、
効
率
性
、
達

成
度
を
評
価
。
年
々
目
的

達
成
に
向
け
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
小
学

校
が
２
６
６
件
、
中
学
校

が
28
件
で
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
要
因
は
い
じ

め
の
定
義
変
更
に
よ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

低
学
力
層
へ
の
指
導
強

化
や
個
別
の
補
充
指
導
、

体
験
活
動
の
充
実
な
ど
具

体
的
な
学
力
向
上
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

　

未
然
防
止
を
ど
れ
だ
け

で
き
る
か
が
重
要
で
す
。

早
期
発
見
、
早
期
解
決
へ

取
り
組
む
ほ
か
、
い
じ
め

ゼ
ロ
を
意
識
し
た
Ｃ
Ｍ
を

作
成
し
、
意
識
づ
く
り
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ

め
防
止
の
基
本
方
針
を
策

定
し
対
応
し
ま
す
。

　

大
き
な
壁
は
あ
る
が
、

各
団
体
に
も
要
請
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
31
年
１
月
の
教
育

委
員
会
で
豊
後
大
野
市
中

学
校
部
活
動
の
在
り
方
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
部
活
動
の

意
義
、
休
養
日
の
設
定
、

少
人
数
部
活
動
の
在
り
方

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

答
学
校
教
育
課
長

答
教
育
長

答
教
育
長

田
た

 嶋
し ま

 栄
え い

 一
い ち

創　生　会

策
と
し
た
中
で
こ
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。
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一　般　質　問

地籍調査について

質

質

　

地
籍
調
査
は
、
合
併
以

前
か
ら
旧
町
村
ご
と
に
取

り
組
み
、
平
成
21
年
に
策

定
し
た
第
６
次
10
カ
年
計

画
が
来
年
度
に
最
終
年
を

迎
え
る
こ
と
で
、
約
60
年

が
経
過
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況

と
完
了
予
定
は
。

　

進
捗
率
を
上
げ
る
よ
う

な
計
画
の
見
直
し
が
必
要

と
思
う
が
。

　

こ
れ
ま
で
の
第
６
次
10

カ
年
計
画
を
精
査
し
、
第

７
次
10
カ
年
計
画
に
反
映

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
犬

飼
町
が
平
成
２
年
度
、
緒

方
町
が
平
成
27
年
度
に
完

了
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
三

重
町
25
％
、清
川
町
23
％
、

朝
地
町
48
％
、
大
野
町

答
農
林
整
備
課
長

答
市
長

そ
の
他
の
質
問

・
携
帯
電
話
不
感
地
域
の

　
解
消
に
向
け
て
の
取
り

　
組
み
は

小
お

 野
の

 順
じゅん

 一
い ち

創　生　会

〜 地籍調査の進捗率の
　　　　 向上を図っていきたい 〜

17
％
、
千
歳
町
67
％
で
、

市
全
体
で
は
49
％
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
三
重

町
、
朝
地
町
、
大
野
町
、

千
歳
町
の
４
町
で
１
・
77

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
事

業
費
８
３
４
０
万
円
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
10
年
間
の

計
画
を
策
定
し
実
施
し
て

い
き
ま
す
が
、
近
年
の
高

齢
化
、
過
疎
化
の
進
行
に

よ
り
、
境
界
立
ち
会
い
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

し
か
し
、
地
籍
調
査
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
正
し

い
位
置
、
境
界
、
地
目
、

面
積
な
ど
が
明
確
に
な

り
、
税
負
担
の
公
平
化
や

災
害
時
の
復
旧
、
復
興
が

円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
大
き
な
利
点

が
あ
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
の
利
点

を
最
大
限
に
生
か
し
て
い

く
た
め
に
は
、
地
籍
調
査

の
完
了
ま
で
に
50
年
以
上

の
期
間
を
要
す
る
と
想
定

し
て
い
る
現
在
の
事
業

を
、
１
年
で
も
早
く
完
了

す
る
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
、
予
算
面
や

実
施
方
法
の
見
直
し
な
ど

を
検
討
し
、
地
籍
調
査
の

進
捗
率
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
全
体
の
進

捗
率
向
上
を
念
頭
に
お

き
、
地
籍
調
査
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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〜 10 名の議員が市政を問う〜

質

質

　
「
第
33
回
国
民
文
化
祭
・

お
お
い
た
２
０
１
８
」
及

び
「
第
18
回
全
国
障
害
者

芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た

大
会
」
は
「
お
お
い
た
大

茶
会
」
の
テ
ー
マ
の
下
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
や
祭
典

が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
本
市

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
芸
術
文
化
、
伝

統
芸
能
の
発
展
振
興
に
ど

う
つ
な
げ
る
の
か
。

　

旧
公
立
お
が
た
総
合
病

院
跡
地
や
旧
医
師
住
宅
周

辺
の
整
備
が
手
付
か
ず
で

は
な
い
か
。
ジ
ャ
ン
グ
ル

化
し
て
い
る
旧
医
師
住
宅
、

雑
草
も
そ
の
ま
ま
放
置
の

現
状
。
閑
静
な
住
宅
地
域

だ
が
、
将
来
的
な
展
望
は
。

　

朝
倉
文
夫
記
念
公
園
の

巨
大
寝
こ
ろ
び
招
き
猫

　

旧
医
師
住
宅
は
、
建
物

の
老
朽
化
が
進
み
、
利
用

率
は
低
い
状
況
で
す
。
現

時
点
は
、
具
体
的
な
将
来

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

土
地
は
市
の
所
有
地
で
あ

る
た
め
、
今
後
、
市
と
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

答
総
務
企
画
統
括
理
事

答
病
院
長

国民文化祭「おおいた大茶会」の検証は
〜 当初の見込みをほぼ達成 〜

そ
の
他
の
質
問

・
市
道
の
管
理
体
制
に
つ

　
い
て

衞
え

 藤
と う

 竜
た つ

 哉
や

市民クラブ

で
は
、
多
数
の
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
「
お
お
い
た
こ
ど
も

彫
刻
展
」
等
に
も
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
小
中
学
生

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

清
川
町
能
場
公
園
で
開

催
し
た
耕
す
里
の
大
御
幸

祭
は
、
市
内
外
か
ら
招
待

し
た
神
楽
座
や
郷
土
芸
能

団
体
の
競
演
に
よ
り
、
地

域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
で

開
催
し
た
実
り
の
里
芸
術

祭
は
、
文
化
芸
術
団
体
や

学
校
の
ほ
か
、
市
内
か
ら

幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
つ
の
事
業
は
当
初
の

見
込
み
を
ほ
ぼ
達
成
で
き

た
と
考
え
、
成
功
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

大
会
を
き
っ
か
け
に
、

本
市
を
訪
れ
た
皆
さ
ま
に

は
本
市
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
い
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
実
行
委
員
会
で

の
検
証
結
果
を
生
か
し
、

観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

旧公立おがた総合病院周辺の
　　　　　　　　　　　環境整備は

〜 市と検討したい 〜

巨大寝ころび招き猫（朝倉文夫記念公園）
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一　般　質　問

水田の畑地化は

千歳小・中学校の校舎改築の考えは

置き勉対応策の考えは

質

質

質

質

質

　

本
市
の
農
地
面
積
６
２
８

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
４

２
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
水

田
で
あ
る
中
で
、
高
収
益

が
期
待
さ
れ
る
園
芸
作
物

に
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ

が
、
畑
地
園
芸
の
転
換
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
考

え
る
。
市
の
考
え
は
。

　

作
物
等
の
選
定
は
。

　

千
歳
小
・
中
学
校
の
校

舎
は
築
41
年
、
44
年
を
経

過
し
、
改
築
の
時
期
に
来

て
い
る
と
考
え
る
が
、
改

築
の
考
え
は
。

　

今
、
小
学
校
の
ラ
ン
ド

セ
ル
の
重
さ
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
対
応
策
は
。

　

千
歳
中
学
校
体
育
館
の

改
修
の
考
え
は
。

　

里
芋
、ニ
ン
ニ
ク
等
が
、

水
田
で
は
比
較
的
推
進
し

や
す
い
作
物
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
規
作
物

で
タ
マ
ネ
ギ
を
予
定
し
て

い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
性
、
必
要
性
等
を

考
慮
し
、
各
種
事
業
の
実

施
時
期
を
定
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

各
学
校
の
児
童
生
徒
の

実
態
を
把
握
し
、
学
校
全

体
の
方
向
性
を
決
定
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま

す
。

　

部
分
的
な
悪
い
と
こ
ろ

は
部
所
ご
と
に
対
応
し
、

こ
れ
か
ら
の
小
・
中
学
校

の
校
舎
の
在
り
方
、
体
育

館
の
在
り
方
を
含
め
て
、

長
期
的
な
視
点
で
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
フ
ォ
ア
ス
と

い
う
水
田
の
地
下
水
位
を

必
要
に
応
じ
制
御
で
き
る

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
排
水
対

策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
水

稲
栽
培
時
の
水
管
理
を
は

じ
め
、
田
畑
輪
換
が
容
易

と
な
り
、
市
内
で
は
三
重

町
の
芦
刈
・
金
田
・
又
井

答
農
業
振
興
課
長

答
教
育
次
長

答
学
校
教
育
課
長

答
市
長

答
市
長

〜 長寿命化計画を策定中 〜

〜 負担軽減の取り組み例を示す 〜

宮
み や

 成
な り

 昭
あ き

 義
よ し

創　生　会

〜 収益性の高い園芸品目の
　　　　　　　　 導入を進める 〜

地
区
が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
も
収
益
性
の
高
い

園
芸
品
目
の
導
入
を
積
極

的
に
進
め
、
米
生
産
農
家

の
規
模
拡
大
を
は
じ
め
、

高
性
能
機
械
や
新
技
術
の

導
入
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化

を
図
り
、
農
業
産
出
額
と

農
業
所
得
の
向
上
に
努
め

ま
す
。
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〜 10 名の議員が市政を問う〜

質
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス

タ
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
と

実
績
か
ら
本
市
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
。
本
市
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
事
業
規
模
を
拡
大
し

て
は
。

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス

タ
は
規
模
、
集
客
数
、
経

済
効
果
か
ら
見
て
も
本
市

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

答
市
長

質

質

　

近
年
の
鳥
獣
被
害
状
況

は
。

　

農
業
産
出
額
１
１
７
億

円
を
守
る
た
め
に
対
策
協

議
会
に
予
算
増
額
し
、
ド

ロ
ー
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な

ど
を
検
証
す
る
事
業
を
強

化
す
べ
き
で
は
。

　

平
成
28
年
度
が
16
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
平
成
29
年
度

が
17
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

本
年
度
が
11
月
末
現
在

で
21
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

２
５
９
２
万
１
千
円
の
被

害
で
状
況
は
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

三
重
町
の
白
山
地
区
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

大
型
捕
獲
お
り
の
実
証
実

験
を
行
っ
て
お
り
、
サ
ル

２
匹
、
シ
カ
５
頭
を
捕
獲

し
て
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
は
、
近
隣
市
と

の
連
携
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
国
の
補
助
制
度
を
模

索
し
て
大
分
県
と
も
協
議

し
、
予
算
や
手
法
を
総
合

的
に
調
査
、
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

答
農
林
整
備
課
長

答
農
林
整
備
課
長

質
　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
被
害

の
大
き
い
地
域
を
指
定
地

域
と
し
て
、
補
助
金
の
厚

遇
を
検
討
し
て
は
。

　

地
域
を
指
定
し
、
重
点

的
に
捕
獲
す
る
こ
と
は
有

答
農
林
整
備
課
長

有害鳥獣等被害対策
　　　　　事業の強化を

豊後大野市観光イベント事業
　（チューリップフェスタ）の拡大を

嶺
み ね

 　 英
え い

 治
じ

市民クラブ

〜 関係機関と連携し捕獲や
　　　　 被害防止に重点を置く 〜

〜 市の積極的な関与と補助金の充実を図る 〜

効
と
思
い
ま
す
が
、
捕
獲

し
た
確
認
方
法
な
ど
の
問

題
も
あ
り
、
現
時
点
で
は

困
難
と
考
え
ま
す
。

観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
の
う

ち
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ス
タ
は
協
働
推
進
型
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
に
移
行
し
、

市
の
積
極
的
な
関
与
と
補

助
金
の
充
実
を
図
り
、
集

客
力
を
高
め
、
本
市
観
光

施
策
の
一
翼
を
担
う
イ
ベ

ン
ト
へ
発
展
さ
せ
る
よ
う

実
行
委
員
会
と
協
議
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

※

※ ICT（information and communication technology）とは＝情報処理やインターネットのような通信技術を利用した産業、サービスなどの総称。
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意見交換会、閉会中の議会の動き

意
見
交
換
会
を
開
催

産
業
建
設
常
任
委
員
会

豊
後
大
野
市
料
飲
店
組
合

　

意
見
交
換
会
で
は
、「
こ

れ
か
ら
の
豊
後
大
野
市
の

地
場
飲
食
店
の
将
来
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
の
下
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
観
光
施
策
に
つ
い

て
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
な
ど
、
項
目
ご
と
に

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
多
く
の
ご

意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
ご
意
見
の
一
部
）

○
大
型
連
休
な
ど
で
海
外

か
ら
観
光
客
が
日
本
へ
来

て
い
る
。
三
重
町
で
も
外

か
ら
人
を
呼
ぶ
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
ら
ど

う
か
。

○
里
の
旅
タ
ク
シ
ー
は
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
知
っ
て

い
る
の
は
今
１
人
だ
け
。

　

11
月
13
日
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
株
式
会
社

地
方
議
会
総
合
研
究
所
代

表
取
締
役
の
廣
瀬
和
彦
先

生
を
お
招
き
し
、「
災
害
時

に
お
け
る
議
会
・
議
員
の

役
割
」
に
つ
い
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
日
本
全
国
で
災

害
が
多
発
す
る
中
、
当
市

で
も
、
い
つ
何
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
危

機
感
を
持
ち
、
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
、
議
会
・

議
員
が
ど
の
よ
う
に
対
応

す
べ
き
か
を
あ
ら
た
め
て

学
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
研
修
の
充
実
に

努
め
、
能
力
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
県
外
か
ら
３
市
町
議

会
、
計
22
名
の
方
々
が
来

庁
さ
れ
、
豊
後
大
野
市
の

道
の
駅
や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
（
新
規

就
農
者
技
術
習
得
研
修
施

設
）
事
業
の
取
り
組
み
な

ど
、
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
例
え
ば
、
私
ら
の

店
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
だ

す
と
か
、
ど
こ
に
連
絡
し

た
ら
来
て
く
れ
る
と
か
、

そ
う
い
う
連
絡
網
が
あ
れ

ば
、
協
力
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

○
ジ
オ
パ
ー
ク
と
か
、
結

局
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
な
い

と
、
若
い
人
に
知
ら
れ
な

い
。
例
え
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
使
っ
て
、
料
飲
店
組

合
と
か
け
合
わ
せ
て
、
ジ

オ
パ
ー
ク
を
回
っ
た
後
に

店
に
来
た
ら
何
か
を
割
引

す
る
と
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
新
し
く
作
る
と
、
若

い
人
も
見
る
の
で
は
。
宣

伝
が
広
告
や
ポ
ス
タ
ー
を

貼
っ
た
く
ら
い
で
は
若
い

人
は
見
な
い
。
若
い
人
の

声
を
聞
か
な
い
と
前
に
進

ま
な
い
と
思
う
。

10
月
11
日
に
産
業
建

設
常
任
委
員
会
と

豊
後
大
野
市
料
飲
店
組
合

の
役
員
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
料
飲
店
組
合

の
概
要
や
現
状
、
課
題
を

説
明
い
た
だ
い
た
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
や
質

問
は
、
今
後
の
議
員
活
動

に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
研
修
会

　
　
を
開
催

視
察
を

　
受
け
入
れ

議員研修会の様子
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閉会中の議会の動き

議会日誌
10 月 12 月
  2 日㈫ 議会広報編集特別委員会
  4 日㈭ 議会広報編集特別委員会
11 日㈭ 産業建設常任委員会
16 日㈫ 議会広報編集特別委員会
17 日㈬ 広島県北広島町議会行政視察来市
　　　　大分県市議会議長会議員研修会
26 日㈮ 兵庫県佐用町議会行政視察来市
30 日㈫ 議会活性化委員会

11 月
  2 日㈮ 厚生文教常任委員会
  5 日㈪ 議会全員協議会
  7 日㈬ 総務常任委員会
12 日㈪ 産業建設常任委員会
13 日㈫ 鹿児島県伊佐市議会行政視察来市
　　　　議員研修会
26 日㈪ 議会運営委員会
27 日㈫ 議会活性化委員会
30 日㈮ 議会運営委員会

  3 日㈪ 本会議（議案上程）
　　　　議会広報編集特別委員会
10 日㈪ 本会議（一般質問）
　　　　議会運営委員会
11 日㈫ 本会議（一般質問）
14 日㈮ 本会議（議案質疑）
17 日㈪ 常任委員会
　　　　（総務 ･ 厚生文教 ･ 産業建設）
21 日㈮ 本会議（閉会）
　　　　議会運営委員会

委
員
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

生
野
議
員
の
逝
去
に
伴
い
、
一
部
の
委
員
会
で
構
成

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

委　
員　
長　

田
嶋　

栄
一

　

副
委
員
長　

川
野　

優
治

　

委　
　

員　

穴
見　

眞
児　
　

神
志
那
文
寛

　

委　
員　
長　

小
野　

泰
秀

　

副
委
員
長　

小
野　

順
一

　

委　
　

員　

穴
見　

眞
児　
　

赤
峰　

映
洋

　
　
　
　
　
　

内
田　

俊
和　
　

宮
成　

昭
義

　
　
　
　
　
　

衞
藤　

竜
哉

訃
報

　
生
野
照
雄
議
員
が
、
去
る
平
成
30
年
12
月
12

日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
生
野
照
雄
氏
は
、
平
成
７
年
に
三
重
町
議

会
議
員
に
初
当
選
、
合
併
後
は
４
期
在
職
さ
れ
、

こ
の
間
、
三
重
町
議
会
議
長
、
豊
後
大
野
市
議

会
議
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
通
算
７
期
23

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
議
会
お
よ
び
市
政
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
生
前
の
ご
功
績
に
対
し
、
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

議場コンサートを
　　　　開催します

　３月８日午後１時より、三重総合高
校吹奏楽部による議場コンサートを予
定しています。

※都合により、日程や開始時間を変更する場合が
　ありますので、あらかじめご了承ください。

前回の様子
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　百枝小学校には「伝統」と呼ばれるものがいくつかあります。そ
のうち、二つを紹介します。
　一つ目は、交通安全子ども自転車大会です。今年も４月から毎日
練習を重ねてきました。連続優勝というプレッシャーを個人の努力
とチームの協力で乗り越え、県大会優勝、全国大会出場という成績
を残すことができました。それも支えてくれた指導者の先生、地域
の方々、おうちの人のおかげだと感謝しています。
　二つ目は、３、４年生が運動会で行う一輪車演技です。本番まで
に体育の授業だけでなく、休み時間や放課後、また夏休みを使って
練習しています。全員が一つになって挑戦する大技「大車輪」を成
功させた時は、見ている側に大きな感動を与えてくれました。今は
もう来年に向けて練習に励んでいます。
　百枝小学校のみんなは、目標に向かって努力を積み重ね、成長を
続けています。これからも全員でより良い伝統を築いていきます。

　12 月に、犬飼中学校では市長ミーティングを行いました。
　私たちは「豊後大野市の発展」をテーマにして、まず現在、豊後
大野市で行われている行政について詳しく調べて、そこから豊後大
野市をより良くするためにはどうすればいいのかを宣伝、医療、教
育、防災の分野に分かれてそれぞれ考えました。市長ミーティング
では各分野で考えたことを具体案とともに川野市長に提案をしま
した。中学生の提案なので内容としては甘い部分もありましたが、
川野市長は「前向きに検討したいと思います」とおっしゃってくだ
さって、とてもうれしかったです。
　市長ミーティングを通して、市政について知り、いつもとは違う
面で豊後大野市を知ることができました。
　今回の私たちの提案が少しでも今後の豊後大野市の発展につな
がり、市内、市外の人に豊後大野の良さを今以上に発信できるよう
になってほしいと思います。

伝統をつなぐ

私たちの声を市長へ

市や議会に対する
　  市民皆さまの思いを紹介

百枝小学校６年

重
しげ

 藤
ふじ

  幸
ゆき

 乃
の

犬飼中学校３年

甲
か

 斐
い

  舞
まい

 夏
か

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
内
田
　
俊
和 

副
委
員
長
　
川
野
　
優
治

委
　
　
員
　
小
野
　
泰
秀

　
　
　
　
　
田
嶋
　
栄
一

　
　
　
　
　
吉
藤
　
里
美

　
　
　
　
　
嶺
　
　
英
治

議会を傍聴してみませんか？
次回3月定例会は、2月25日に開会予定です。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

平
成
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手続きは、受付にて住所と名前を書くだけです。
　　お気軽に議会事務局にお尋ねください。


